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　北海道では，2003年度から遺伝子熊換え体使用の表示
が適正になされているのかを調べるために遺伝子組換え食
品の行政検査を実施している．調査対象は，分別生産流通
管理が行われている輸入ダイズ穀粒50検体及び道内で流
通しているトウモロコシ加工食品30検体である1）．2003
年度の検査では，輸入ダイズ穀粒遺伝子組換え体（品種
名：Roundup　Ready　Soybean）混入率は，5％を下回る
結果であったことから遺伝子組換え体使用の有無の表示に
問題はなかったこと及びトウモロコシ加工食品から安全性
未審査の遺伝子組換え体（品種名：CBH351，商品名ス
ターリング）は検出されなかったことを報告した1）．
　2004年度においても，輸入ダイズ穀粒における遺伝子
組換え体（Roundup　Ready　Soybean）の混入割合を定量一
PCR法，トウモロコシ加工食品中の安全性未審査の遺伝
子組換え体（CBH351）の有無を定性一PCR法にて調べた
のでその結果について報告する．
方 法
1．試　料
　道立の26保健福祉事務所にて2004年6月から2005年
2月までに収去された輸入ダイズ穀粒（分別生産流通管理
が行われているもの）50検体及び道内で流通しているト
ウモロコシ加工食品30検体を試料として検査に使用した．
2．DNAの調製
　DNAの抽出・精製には，厚生労働省の「組換えDNA
技術応用食品の検査方法」に従い，定性及び定量PCR試
験のために1検体当たり2gの粉末試料を精秤して使用し，
CTAB法及びシリカゲル膜タイプキット法を用いてDNA
を抽出した2）．なお，シリカゲル膜タイプキット法による
DNA抽出・精製にはDNeasy　Plant　Mini　Kit（QIAGEN
社法）を使用した．
3、定量一PCR法による遺伝子組換えDNA混入率の測定
　ダイズ中の遺伝子組換えDNA混入率の定量にあたって
は，Cauliflower　mosaic　virus　35S　promoter（CaMV35S）
と5－Enolpyruvylshikimate－3－phosphate　synthase
（EPSPS）を増幅するための定量プライマーセット
（RRS），ダイズに普遍的に内在するレクチン遺伝子の定
量プライマーセット及びTaqMan　ProbeはNippon　Gene
社製，TaqMan　Universal　Master　MixはApplied
Biosystems社製を使用した．定量PCR条件及びデータ
解析は，厚生労働省の「組換えDNA技術応用食品の検査
方法」，「農林水産省消費技術センターJAS分析試験ハン
ドブック」に従い2・3），ABI　PRISM　7700（Applied
Biosystems社製）で定量した．組換え体の含有率は次式
により求めた．なお，組換え体の混入率が0．5％以下の場
合，検出せずとした．
　含有率（％）＝組換え遺伝子コピー数／内在遺伝子コピー
　　　　　　　数×（100／内標比）　　内標比：1．05
4．定性一PCR法によるCBH351遺伝子の検出
　定性一PCR反応には，遺伝子組換えトウモロコシ
（CB｝1351）検出用と確認用プライマーセット及び内在性
遺伝子（Zein）増幅プライマーセット（Nippon　Gene社
製）とAmpliTaq　Gold（Applied　Biosystems社製）を使
用した．DNA増幅のための反応液組成及びPCR条件は
先の報告に従って行った1）．
結果及び考察
輸入ダイズ穀粒50検体の各粉末からCTAB法を用い
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Table　l　Rate　of　Genetically　Modified　Organism（Roundup　Ready　Soybean）ln　lmported　Soybean　Grain
Sample　No．　Rate　of　GMOCountry　of　Origin
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
ND
NDNDNDNDNDNDND
NDNDND
NDNDNDNDNDNDND
NDNDNDND
NDND
1％
USA
USA
USA
China
Canada
Canada
China
USA
USA
USA
USA
USA
USA
China
USA
USA
USA
USA
USA
USA
USA
USA
Carlada
’China
USA
Sample　No．　Rate　of　GMOCountry　of　Origin
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
NDND
NDNDNDND
NDND
1％
NDNDNDND
NDNDND
NDNDNDND
NDNDNDND
ND
USA
China
Canada
Canada
China
USA
China
USA
USA
USA
China
USA
China
USA
USA
USA
USA
China
USA
China
USA
China
USA
Canada
USA
GMO＝Genetically　Modified　Organism，　ND：Not　Detected
　　　　　　　サ
Table　2　Presence　of　CBH　351　Gene　in　Processed－corn　Foods
Sample　No．　Contents　of　sampleCBH351
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
Boiled　kernel　corn　　　　　　ND
Boiled　kernel　corn　　　　　　ND
Boiled　kernel　corn　　　　　　ND
Boiled　organic　kerrlel　corn　ND
Corn　starch　　　　　　　　　ND
Baking　powder　　　　　　　ND
Biefun　with　corn　powder　　ND
Corn　snack℃ake　　　　　　ND
Pop　corn　　　　　　　　　　　ND
Pop　corn　　　　　　　　　　　ND
Corn　snack－cake　　　　　　ND
Corn　snack－cake　　　　　　ND
Baked　corn　snack－cake　　　ND
Corn　snack－cake　　　　　　ND
Corn　snack－cake　　　　　　ND
Sarnple　No．　Contents　of　sarnpleCBH351
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
Pop　corrl
Dried　corn－soup
Dried　corn－soup．
Dried　corrsoup
Dried　corn－soup
Dried　corn－soup
Concentrated　corn－soup
Canned　kernel　sweet　corn
Canned　kernel　sweet　corn
Canned　kernel　sweet　corn
Canned　kerne工sweet　corn
Canned　kernel　sweet　corn
Canned　kernel　corn
Carmed　kernel　sweet　corn
Canned　kernel　sweet　corn
NDNDNDNDNDNDNDNDNDNDNDNDNDNDND
ND＝Not　Detected
て抽出・精製したDNAの260　nmと280　nlnにおける吸
光度比は，1．7～2．2の範囲にあり定量PCRを行うのに十
分な純度であった．これらのDNAを用いてTaqMan－
PCR法により組換えDNAの定量を行い組換え体の混入
率を算出した．その結果，Table　1に示したように50検
体中2検体に組換え体の混入が認められた．混入率は1％
であり，5％を下回る結果であったことから遺伝子組換え
体使用の有無の表示に問題はなかった（Table　l）4）．
　今回の調査に使用した輸入ダイズの原産国は米国産32
検体，中国産12検体，カナダ産6検体であった（Table
1）．これらの検体の中で2検体に遺伝子組換え体の混入が
確認された．昨年度は，検体数50のうち4検体に1～3％
一86一
の範囲で組換え体の混入が認められたが1＞，今回及び昨年
度ともに組換え体が認められた検体は，いずれも米国産ダ
イズであった．これは，神奈川県衛生研究所の研究報
告5・6）でも指摘されているように，ダイズ栽培において米
国が最も組換え体生産比率が高いことから，分別生産流通
管理されているダイズ穀粒であっても，微量な遺伝子組換
え体の混入が認められる場合があるものと考えられる．
　一方，Table　2にはトウモロコシ加工食品30検体につ
いて安全性未審査の遺伝子組換え体CBH351（スターリ
ング）の有無を調べた結果を示した．PCRによりZein遺
伝子と組換えDNAの増幅を試みたところ，　Zein遺伝子
は全ての検体において検出されたが，CBH351遺伝子は
検出されなかった．従って，これらの加工食品にはスター
リングの混入はないものと判定した．
　2004年度は，コーンスターチ，冷凍コーン，スイート
コーン缶詰，ポップコーン・スナック菓子等の加工食品に
加えてコーンスープ類を検査対象とした（Table　2）．最近，
わが国ではレトルトタイプのコーンスープ類の消費が増加
している．このことから，今後もレトルトタイプのコーン
スープ類についてCBH351遺伝子の有無を検討する必要
があると考える．
　稿を終えるにあたり，試料採取にご協力いただきました
北海道保健福祉部食品衛生課及び道立保健福祉事務所の諸
氏ならびに関係機関各位に深謝いたします．
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